
裁判官会議（第10回）議事録

令和8年4月8日（水曜日）

裁判官会議室において、午前10時30分開議

出席者 今崎長官、三浦、林、岡村、安浪、膜辺、堺、尾島、宮川、石兼、平木、
中村、高項、沖野、阿多各裁判官

今崎長|当議長席に着く、
割-,‐讓手
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裁判官会議（第ll回）議事録

令和8年4月15日（水曜日）

裁判官会議室において、午前10時30分開議

出席者 今崎長官、三浦、林、岡村、安浪、渡辺、堺、尾島、宮川、石兼、平木、
中村、高填、沖野、阿多各裁判官

今|崎長'白議長席に着く

議事

l 民事事件等に関壽I-る干続において川いる識別符:号d)付ﾉﾌ等に関す-る規則第一条

輔－－項第五号に規定する鏑高裁1411所が定める事項、|rfl条第一項に規定する競高裁

|fll lil7が定めるﾉJ法及び|『丁}規則第一条篭 項に規定する蛾間裁判所が定吋)る者を定

める件（令fU8年最高裁判所告,jﾐ第1号）を攻lliする告>jﾐについ-て

隅田民事局長力､!､ﾉ、資料篭lに基づき、標記〔乃告,丁<について説|ﾘlがル)し)、原寮
と､おI)決定した、

2 1，．級裁判所裁判官指名諮問委員会の答巾について
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艮野|1 'ili:j､とし、そ1ﾉ)俊任音を噸京地方、家|延抜卜lll1r'!/:川支部j乏余瀧秀樹Iごす
る

'「前1()時59分終r

I菫．

.Lく歳

秘書課長



裁判官会議資科駒
（4月【ヴ日開僅）

裁判官会議付議人事関係事項(令和8．4．15提出）

l 裁判官の退官について

依願免本官並びに兼官（令8．5．17） 大阪地判事・大阪簡裁判事

植 村 一 仁（62）

福島簡裁判事（司掌者）

久保田 祐 司

東京簡裁判事

木 田 正 彦

大阪簡裁判事

新 屋 眞 宏

岩見沢簡裁判事

辻 好 信

定年退官（令8．5．11)

定年退官（令8. 5. 13)

定年退官（令8. 5. 14)

定年退官（令8．5．15)

大阪簡裁判事定年退官（令8．5．17)

小 西 義 博

東京簡裁判事依願免本官（令8. .4. 30)
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2 裁判官の転補等について

大分家地判事・大分簡裁判事 大分地家判事・大分簡裁判事

金 築 昌 子（63）

東京地家判事補・東京簡裁判事

’ 友 近 仁 洸（75）

仙台簡裁判事

池 田 敬

大分地家判事補・大分簡裁判事

福島簡裁判事（司掌者）

3 裁半ll官の新規任命等について

「判事補任命候補者名簿」のととおり

’



外務事務官（在カナダ日本国大使館

二等書記官）

大分簡裁判事・大分地家判事補（職

権特例指名）

谷 山 暢 宏（69）

金沢簡裁判事

治
F 『－－口 I

中坦内 健

4 令和8年春の勲章受章者の内定について (報告）

｢令和8年春の勲章受章者名簿」のとおり
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裁判官会議（第12回）議事録

令和8年4月22日（水曜日）

裁判官会議室において、午前10時30分開讓

出席者 ′γ崎長官、 之浦、林、岡村、安浪、渡辺、堺、尾島、宮川、石兼、平水、

'|'村、高須、沖野、阿多各裁判官

今|崎長自議長席に善く‐

論『謂言

1 氏‘調:事件記録符号蝿程及び事件,記録等保ｲr:規搾り） 部を改|[-|-る規程について

lif ll'張総務局長から、資料第1に農づき、概記'/)規怪について説明が方)I)、原'案

と おI)決定した

2 ‘擬件記録弊〔7)特別保存に関するl!JRl1(/)-部を改lli -i-ろ蝿則について

滴藤総務ﾊﾘ長か↓~,、貨料第2に腿づき、標記i/)規則につい-<i"|1月か《b) I)、l!i(案

どおり決定した『

3 家庭蝿則制定諮問零【l_会に吋言I-るlt*関係手続罪における情報通信技術Iﾉ)活用
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ろた//)'ﾉ)|\蔓I係法津【/) :IKII|ｶに|催|するリミilt '/ '施汀に作長)関係蝿1lll(/)$樅備奪に附言1-る汎
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裁判官会蕊斑料軒
（4 月姿聖圓紺繊）

裁判官会議付議人事関係事項(令和8．4．22提出）

1 裁判官の退官について

依願免本官並びに兼官（令8. 5.31) 大阪家地岸和田支判事．岸和田簡裁

判事

岡 田 総 司（67）

岐阜地家判事補

津 田 康 平（76）

静岡地家浜松支判事補．浜松簡裁判

事

沢 田 優 乃（7’1）

仙台簡裁判事（司掌者）

佐 藤 真 人

三条簡裁判事・新津簡裁判事

白 井 敦 広

岡山簡裁判事

依願免本官（令8．5．31）

依願免本官祓びに兼官（令8．5．31）

定年退官（令8．5．29）

定年退官（令8. 6. 1)

依願免本官（令8. 6. l)

劒 持 誠

2 裁判官の死亡について

死亡 広島地家半l1事（部総括)･広島簡裁

判事

大 浜 寿 美（50）

裁半|｣官の検事転官等について

依願免本官並びに兼官（令8. 5.31)

（退官後在アメリカ合衆国日本国大

使館）

3

最高裁秘書課付（東京地判事補・東

京簡裁判事）

野 原 もなみ（7]）
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4 裁判官の転補等につ↓

立川簡裁判事（司掌者）

立川支判事（支部長）

て

さいたま地家判事（部総括）

たま簡裁判事

佐 伯 恒 治

東京高判事・東京簡裁判事

東京地家 さい

(46）

さいたま地家判事（部総括）・さい

たま簡裁判事

品 川 しのぶ(-19)

千葉地家判事補・千葉簡裁判事静岡地家浜松支半ll事補・浜松簡裁判

事

中 村 大 樹（75）

仙台簡裁司掌者指名 仙台簡裁判事

渡 邉 英 敬

村上簡裁半||事

樋 口 豊

柏崎簡裁判事・長岡簡裁判事

村上簡裁判事・新津簡裁判事

柏|崎簡裁判事・長岡簡裁判事・三条

簡裁判事

黒 澤 和 之

大阪簡裁判事岡山簡裁判事

西 嶋 一一一宙‘巳、

5 裁判官の再任等について

東京地判事（部総括）・東京簡裁半|」

事

東京地判事（部総括）・東京簡裁判

事

平 出 喜 一（46）

(令和8年5月27日限り任期終了者）

横浜地判事（部総括）・横浜簡裁判

事

寺 澤 真由美（47）

(令和8年5月31日限り任期終了者）

横浜地判事（部総括）・横浜簡裁半|」

事



司法修習生の再採用について6


